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－見学について－
☆掩体周辺への車
の乗り入れは、ご遠慮
ください。
☆周囲の農作物やあ
ぜ道を痛めないように
気をつけてください。

　

掩
体
は
、
飛
行
機
の
格
納
庫
で
、
防
衛
庁
（
高
知
空
港
史
）
の
資

料
に
よ
る
と
、
当
時
、
中
型
15
基
、
小
型
９
基
、
Ｗ
型
17
基
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
掩
体
は
、
敵
の
攻
撃
か
ら
飛
行
機
を
守
る
た

め
の
構
造
物
で
、
そ
の
中
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
、

木
や
竹
、
土
で
造
ら
れ
た
も
の
、
屋
根
が
な
く
擁
壁
の
み
の
も
の
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
７
基
だ
け
で

す
が
、
当
時
ど
の
掩
体
に
も
中
央
の
滑
走
路
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
掩
体

ま
で
は
東
西
３
本
、
南
北
４
本
の
幅
約
40
ｍ
の
誘
導
路
が
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
で
は
、
一
番
大
き
い
も

の
は
幅
44
ｍ
、
奥
行
き
23
ｍ
、
高
さ
8.5
ｍ
で
、
そ
の
他
の
６
基
は
ほ

ぼ
大
き
さ
は
同
じ
で
、
幅
22
ｍ
、
奥
行
き
12
ｍ
、
高
さ
５
ｍ
の
ド
ー

ム
状
の
も
の
で
す
。

　

掩
体
の
天
井
に
は
、｢

む
し
ろ
」
や
セ
メ
ン
ト
袋
の
跡

が
つ
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
掩
体
の
造
り
方
が
わ
か
る
の
で
す
。

　

ま
ず
掩
体
と
同
じ
大
き
さ
の
土
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
、

大
勢
の
人
々
が
そ
の
上
に
上
が
り
踏
み
固
め
ま
す
。
そ
の

作
業
を
し
て
い
た
の
は
、
中
学
生
、
近
く
の
お
母
さ
ん
、

高
知
刑
務
所
の
受
刑
者
、
朝
鮮
半
島
か
ら
強
制
的
に
連
れ

て
こ
ら
れ
た
人
々
な
ど
で
し
た
。
固
め
ら
れ
た
土
の
上
に

「
む
し
ろ
」
や
セ
メ
ン
ト
袋
な
ど
を
敷
き
詰
め
ま
す
。
そ

の
上
に
セ
メ
ン
ト
を
流
し
込
み
、
塗
り
固
め
ま
す
。
セ
メ

ン
ト
が
固
ま
っ
た
ら
、
中
の
土
を
す
べ
て
取
り
除
き
ま
す
。

こ
う
し
て
掩
体
の
ド
ー
ム
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
天
井
に

は
「
む
し
ろ
」
や
袋
の
し
わ
の
跡
が
残
る
わ
け
で
す
。

　

も
の
言
わ
ぬ
掩
体
で
す
が
、
無
言
の
う
ち
に
戦
争
の
悲

し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　他と比較すると一回り大
きく幅44ｍ、奥行き23ｍ、
高さ8.5ｍの巨大な掩体で、
双発の大型機が入れます。
そのため後部は他の掩体の
形と違っています。

　前浜公民館のすぐ西側に
あり、南国市教育委員会が
説明板を建てていますので、
この説明板を読みながら見
学することができます。

　他の６基が東または南向きであるの
に対して、この掩体は西向きとなって
います。この掩体には、アメリカのグ
ラマン戦闘機によって激しい機銃掃射
を受けた大小合わせて約60個の弾の痕
跡がついています。

４号掩体

２号掩体

１号掩体

自治体名 現存数
千葉県　
　茂原市 11基

大分県　
　宇佐市 10基

高知県　
　南国市 ７基

北海道　
　根室市 ６基

千葉県　
　匝瑳市 ４基

南国市教育委員会
お問い合わせは生涯学習課(088-880-6569)

平成29年３月(４版)

　

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
１
月
か
ら

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
に
か
け
て
、
三
島

村
は
軍
用
飛
行
場
と
し
て
国
に
強
制
的
に
買

い
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
戦
争

に
勝
つ
た
め
に
は
」
の
合
言
葉
の
前
に
は
、

だ
れ
も
反
対
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
祖

代
々
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
を
、
住
民
は
涙

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
移

転
先
を
探
し
家
を
建
て
た
り
、
田
畑
を
買
う

こ
と
に
も
、
多
く
の
村
民
が
苦
労
し
ま
し
た
。

　

海
岸
の
砂
利
を
ト
ラ
ッ
ク
や
荷
車
、
リ
ヤ

カ
ー
な
ど
を
使
っ
て
運
び
、
村
の
土
地
を
整

地
し
て
い
き
ま
し
た
。
物
部
川
の
洪
水
や
津

波
の
と
き
に
逃
げ
登
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
命
山
も
次
第
に
削
ら
れ
、
飛
行
場
の
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
263
戸
、

約
１
５
０
０
人
が
生
活
し
て
い
た
三
島
村
は

消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

消
え
た
三
島
村

全国の主な掩体の状況
宇佐市  城井１号掩体壕

行橋市  稲童１号掩体壕
アクセス
高知龍馬空港からタクシー
で７分。JR後免駅からタク
シーで15分。
とさでん交通バス大湊小学校
前下車、徒歩２分。

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
掩
体

南国市の掩体の状況 　平成18年２月21日に「前浜掩体
群｣(まえはまえんたいぐん)として
南国市史跡に指定をされました。

　大湊小学校のすぐ北に
あります。この掩体は戦
後、後部を打ち抜いて、
道と水路が通っています。
内側に、むしろとセメン
ト袋の跡が残っているの
を間近に見ることができ
ます。

　いつの頃からか全面に
ツタが生え特徴的であり、
県道のすぐそばにあるた
め、一番目につきやすい
掩体です。

　県道の東側にあり、
民家に遮られて県道か
らは見えにくい位置に
あります。

７号掩体

３号掩体

６号掩体

　公園整備され、いつでも見学ができます。入口に
戦後、倉庫として使われた痕跡があります。

５号掩体

高知海軍航空隊平面図

掩体(えんたい)とは

現高知龍馬空港
ビル



各説明文等については、ブックレット「掩体物語」編集委員会（事務局香長ゼミナール館088-863-3117）
発行のブックレット「掩体物語」から引用及び参考にさせていただきました。

香長平野の戦争遺跡
この地図は、国土地理
院の承認を得て、同院
発行の５万分の１地形
図を複製したものであ
る。
(承認番号
　 平18四複、第13号)

⑪吾岡山の横穴壕（南国市大埇）

⑭陣山送信所（南国市陣山） ⑬練習機「白菊」空中衝突事故の碑

⑩グラマン戦闘機のプロペラとエンジン

⑨海軍のトーチカ（南国市物部）

③旧前浜小学校

⑫監視哨（しょう）（歳越山…としごえやま）

⑥高知海軍航空隊之碑

①43連隊のトーチカと塹壕跡

⑮蔵福寺島のトーチカ

　国道55号線の南側の吾
岡山（海抜63.5ｍ）には、
四国防衛軍の陣地があ
り、横穴壕がたくさんあ
りました。戦後は壊され
たり、入口が塞がったり
して、現在確認できるものは３カ所ぐらいとなっ
ています。写真の壕は国道から見えますが、これ
は戦後に農民が壕を利用しようとして入口を塞ぎ、
ドアを付けたものです。壕は弾薬庫、武器庫、飯
場、宿舎などとして使われていました。

　高知海軍航空隊
の送信所は、飛行
場の北方約５㎞の
南国市陣山にあり
ました。1942年末
から土地の買収が
始まり、3.7haの用
地に、送信所の建物と高さ45ｍのアンテナ柱３本
が建てられました。練習機「白菊」と地上との通
信や連絡は、この送信所からの電波でなされてい
ました。空襲の激化を予想して、近くの「陣山」
という小山に横穴壕を掘り、通信機をその壕に移
し、地下送信所となりました。
　この壕の建設には、少数でしたが朝鮮人労働者
が働かされていました。陣山壕は、高さ・幅とも
2.5ｍ、総延長が230ｍもあり、壁も天井もコンク
リートで上塗りされていて、当時とほとんど同じ
ままで残っています。巨大な通信機など機械類は
もうありませんが、それを据え付けていた台座は
処々に見られます。壕には現在コウモリの集団が
すみ付いています。
　終戦後、この広大な送信所の敷地には、香長平
野に駐屯していた65,000人の四国防衛軍の武器・
弾薬が集積され、広い敷地は弾薬庫の山となって
いました。
　1945年11月19日、その解体作業中に火災事故が
起こり、砲弾が大爆発し、約1,700戸の民家が被害
を受けました。

　南国市包末北部、
舟入川から南方200
ｍの地点に、かなり
大きな「慰霊碑」が
建っています。
　碑文には「太平洋
戦争が苛烈を極めた昭和19年10月14日、旧高
知海軍航空隊練習機２機が飛行訓練中接触し、
（１機は）包末部落のこの地点より北東50ｍ
の地と、（もう１機は）松本部落305-1番地に
墜落、12名の若者が無念の最後を遂ぐ。ここ
に殉職せし12霊の平安と永遠の平和を祈念し
てこの碑を建つ。昭和61年10月14日」と刻ま
れています。12名の死亡者はすべて県外出身
者でした。土佐山田町松本にも碑が建ってい
ます。碑は、それぞれ包末部落の有志、松本
部落の有志、岩村農協、元海軍航空隊の寄付
金によって建てられました。

　吉川村天然
色劇場近くの
天然色市場に
は、グラマン
戦闘機のプロ
ペラとエンジ
ンが展示され
ています。
　吉川村漁港の改修工事に来ていた潜水夫２人が、
「網が何かに引っかかって困る」という漁民からの
訴えを聞き、1981年12月24日、物部川河口付近から
約300ｍ沖で、南国市久枝より水深10～12ｍの海底
から引き上げました。
　このプロペラは、長さ約1.6ｍの羽根が３枚付いて
おり、重さ200㎏前後で、全体が赤茶色にさび、小
さな貝が付着していましたが、３枚の羽根は少し曲
がっているだけでした。同位置からエンジンも引き
上げられています。

　南国市物部から飛行
場の周辺には、米軍
機を迎え撃つ20ミリ機
関銃を据え付けていた
トーチカが３カ所あっ
たようです。戦争中、
ここで米軍機５機（９
機という説も）を撃墜したということですが、グ
ラマン戦闘機以外の機体は確認されていません。
　現在残っているトーチカは、高知工業高等専門
学校南東の物部川堤防に１つだけであり、直径約
１ｍ、円柱形でコンクリートの厚さは約20㎝と頑
丈にできています。

　1945年７月４日（午前１時25分から１時間、Ｂ29、
125機による高度3,100ｍからの）高知大空襲の時、南
国市の住吉野も焼夷弾爆撃を受け、中田昌賀宅など全
焼３戸、半焼２戸の被害を受けています。南国市内に
は、海軍航空隊の飛行場があったので、その周辺は
度々爆撃や機銃攻撃を受けています。中でも前浜小学
校は飛行場のど真ん中にあり、掩体に取り囲まれて
建っていましたので、爆弾で校舎の西半分は吹き飛び、
明治時代の風格を備えた玄関と東半分だけ残りました。
今ではそこも取り壊され、現在は何の痕跡も残ってい
ません。

　ＪＲ後免駅の北方の小山の頂上に監視哨がありました。監視
哨とは、敵の飛行機がどの方向から何機来るのかを監視する場
所のことです。山頂に直径２ｍ、深さ１ｍくらいの穴を掘り、
その中でじっと耳を澄ましていたのです。穴の中では、余計な
音は聞こえず、飛行機の爆音だけが聞き取れるのです。
　アメリカがレーダーを使用していたのと比べると、なんと原
始的な方法だったのでしょう。もちろん当時の日本は、それし
かなかったのです。55年を過ぎた現在では、監視哨の跡形もあ
りません。

　現在の高知龍馬空
港、高知大学農学部、

高知工業高等専門学校は、元海軍航空隊でした。
　1944（昭和19）年３月15日、偵察搭乗員の
訓練を主な任務とする高知海軍航空隊が開隊
し、士官160名、兵員3,600名、機上作業練習機
「白菊」55機が配置されました。

⑧高知大学内の指揮所と通信所跡
　高知大学農学部の北東隅に４基の通信所跡があります。地上の
構造物は戦後爆破されていますが、内部は完全な形で残されてお
り、厚さ50㎝以上のコンクリートでできています。

通信所跡

②四国防衛軍のトーチカ ④前浜掩体群

⑦三島小学校跡碑

⑤開拓記念碑


